２００７年度宮津ブロック宣教司牧計画

（短期目標）
殉教者の生き方を模範にして、とくに京都の５２人の信徒殉教者の信仰と神への愛の証しに学び、わたしたちもより一層信仰を深め、生活の証しを通して、「日常からミサを生きる」ことの実践に励む。

神が、自らの人生をキリストに捧げ尽くす司祭をわたしたちの中から選び送ってくださるように熱心に祈る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大塚司教年頭書簡から）　
交わりと協力

ブロック・小教区の生活において、相手の話を聞き、理解する。

これまで以上に、相互に受け入れあう雰囲気をつくる努力をする。

・　典礼、とくにミサや集会祭儀に積極的に参加する努力をする。

・　小教区の部会に出来るだけ参加して、教会の動きに関わる努力をする。

・　殉教者についての学びにもできるだけ参加し、互いに学んだことを分かち合う（個人で、またはグループで）。

・　地域のキリシタン時代の先輩，遺跡についての学びも大切にする。

聖霊に聞き従う

・　教区・ブロックでの学びや、祈りの企画に出来るだけ参加する。

　　（聖書講座、研修会、講演会、黙想会など）

・　交通手段を持たない信徒への配慮と工夫をして、ともに信仰を深める機会を大切にする（個人的に・小教区として）。

・　ブロック内に、子どもの信仰教育への関心の輪を一層広げる。

・　「子どもと共に捧げるミサ」を工夫し、親ばかりでなく信徒一

　　人一人が信仰を深める学びに取り組む。

・　たびたび司祭の召命のために祈る（家庭でも、教会でも）。

　良い知らせを全ての人に、全ての人々と共に福音を生きる

・　特に貧しい人々、社会的に弱い立場の人々、国際社会で、紛争や飢餓のために命を脅かされている国の子どもたちについての情報を、分かち合う機会をつくる。（テレビ・新聞・雑誌その他の情報を知らせあう、展示会をするなど）

・　一人一人が祈りと捧げもの（我慢の心・奉仕・募金など）によって、その人々を助けることに責任を持っているという意識を育てる。

・　平和、人権、福祉、環境などについての社会の動き、教会の教えをよく知るように務め、それらの資料、掲示物などにも関心を持って目を向けるようにする（カリタスジャパンや正義と平和協議会、社会司教委員会の資料などを参考に）。

・　典礼、行事などを外国人信徒と一緒に、企画・運営するよう呼びかけ、そのための工夫、努力をする（小教区・ブロック・その他）。

